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〈
無
頼
派
〉
の
形
成

ー
織
田
作
之
助
。
坂
口
安
吾
。
太
宰
治
。
石
川
淳

確
固
と
し
た
定
義
も
な
く
、
具
体
的
な
内
実
は
お
ろ
か
そ
こ
に
含
ま
れ
る
作

家
す
ら
論
者
に
よ
っ
て
異
に
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
い
て
朧
気
な
イ
メ
ー
ジ
と
し

て
は
容
易
に
伝
達
さ
れ
う
る
—
_
未
｀
稿
が
主
題
に
す
え
る
〈
無
頼
派
〉
と
は
、

さ
し
あ
た
り
そ
う
し
た
文
学
史
用
語
／
概
念
と
し
て
、
そ
の
曖
昧
さ
ゆ
え
に
広

範
に
流
通
し
て
き
た
／
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
そ
れ
は
今
日
も
な
お
、
「
か
っ
こ

い
い
ぞ
！
「
無
頼
派
作
家
」
」
（
「
文
蔵
」
二

0
0
七
・
五
）
と
い
う
特
集
が
組
ま

れ
る
程
度
に
は
需
要
が
あ
り
、
認
知
さ
れ
て
も
い
る
よ
う
で
、
同
誌
の
半
藤
一

利
へ
の
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
で
は
、
《
坂
口
安
吾
、
太
宰
治
、
織
田

作
之
助
、
石
川
淳
ら
一
群
の
作
家
た
ち
》
の
呼
び
名
と
し
て
《
「
無
頼
派
」
》
と

い
う
標
語
が
用
い
ら
れ
、
半
藤
も
そ
の
四
作
家
を
〈
無
頼
派
〉
と
認
め
て
い
る
。

か
つ
て
奥
野
健
男
は
、
事
典
項
目
「
無
頼
派
」
に
お
い
て
、
そ
れ
を
《
敗
戦

戦
後
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る

べ
、
そ
の
概
要
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

直
後
の
昭
和
ニ
―
年
か
ら
二
四
、
五
年
あ
た
り
に
め
ざ
ま
し
い
活
躍
を
し
た
一

群
の
文
学
者
た
ち
に
与
え
ら
れ
た
名
称
》
だ
と
し
た
上
で
、
《
通
常
織
田
作
之

助
、
坂
口
安
吾
、
太
宰
治
、
石
川
淳
、
檀
一
雄
、
田
中
英
光
ら
を
指
》
す
と
述

い
つ
ご
ろ
か
ら
、
誰
が
、
無
頼
派
な
い
し
新
戯
作
派
と
呼
出
し
た
か
は
、

は
っ
き
り
し
な
い
。
と
い
う
の
は
、
彼
ら
が
み
ず
か
ら
無
頼
派
、
新
戯
作

派
を
名
乗
っ
て
文
学
運
動
を
起
こ
し
た
の
で
は
な
い
。
〔
略
〕
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
無
頼
派
ほ
ど
、
日
本
文
学
史
上
あ
ざ
や
か
な
イ
メ
ー
ジ
と
衝
撃

的
な
影
響
力
を
持
っ
た
エ
コ
ー
ル
は
な
い
。
こ
れ
は
読
者
た
ち
が
、
み
ず

か
ら
の
願
望
に
よ
っ
て
つ
く
り
あ
げ
た
幻
想
の
エ
コ
ー
ル
で
あ
る
。
敗
戦

直
後
の
虚
脱
、
昏
迷
の
中
に
い
た
、
そ
し
て
戦
後
輩
出
し
に
わ
か
に
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
や
革
命
を
説
く
指
禅
者
た
ち
に
不
信
の
念
を
抱
い
て
い
た
若
者

松

本

和

也



135 

た
ち
が
、
自
分
た
ち
の
心
情
を
救
い
あ
げ
、
魂
に
聰
く
小
説
や
エ
ッ
セ
イ

を
書
い
て
い
る
少
数
の
文
学
者
た
ち
を
、
ひ
と
つ
の
エ
コ
ー
ル
と
し
て
空

(
1
)
 

想
し
、
無
頼
派
を
つ
く
り
あ
げ
た
の
だ
。

〈
無
頼
派
〉
な
る
文
学
史
用
語
／
概
念
が
、

て
形
成
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
間
い
か
ら
出
発
す
る
本
稿
は
、
固
有
の
歴
史
が

査
・
分
析
に
向
か
う
。
こ
う
し
た
作
業
に
よ
っ
て
同
時
代
の
視
座
を
仮
構
し
、

織
田
作
之
助
・
坂
口
安
吾
・
太
宰
治
・
石
川
淳
を
軸
に
〈
無
頼
派
〉
形
成
過
程

の
微
視
的
検
討
を
目
指
す
。

〈
無
頼
派
〉
と
い
う
呼
称
の
定
ま
る
以
前
、
ほ
ぼ
同
様
の
意
味
で
用
い
ら
れ

て
い
た
と
さ
れ
る
《
新
戯
作
派
》
と
い
う
文
学
史
用
語
／
概
念
の
最
初
期
の
用

(
2
)
 

例
と
し
て
、
浅
子
逸
男
は
林
房
雄
「
小
説
時
評

物
」
一
九
四
七
・
六
）
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
の
具
体
的
な
論
及
は
《
織

田
作
之
助
、
坂
口
安
吾
、
太
宰
治
、
石
川
淳
な
ど
》
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

一
九
四
七
年
の
年
次
総
括
に
お
い
て
、
《
い
ま
過
去
一
年
（
と
い
つ
て
厳
密
に

年
に
こ
だ
わ
る
つ
も
り
は
な
い
が
）
を
顧
み
る
に
あ
た
っ
て
、
私
は
こ
れ
ら
の

中
か
ら
、
だ
い
た
い
四
つ
の
傾
向
を
便
宜
的
に
抽
出
し
て
み
た
い
》
と
い
う
中

野
好
夫
も
、
そ
の
第

い
つ
・
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経

と
し
て
《
石
川
、
太
宰
、
坂
口
等
に
、
さ
ら
に
死
ん
だ

織
田
を
加
へ
た
―
つ
の
傾
向
》
を
指
摘
し
、
《
こ
れ
ら
一
群
の
作
家
た
ち
の
も
つ

小
説
の
目
的
」
（
「
小
説
と
読

そ
の
不
可
欠
の
与
件
で
あ
っ
た
と
の
見
通
し
に
基
づ
き
、
戦
後
メ
デ
ィ
ア
の
調

一
九
四
六
•
五

同
時
代
言
表
の
検
討
に
入
る
前
に
、
〈
無
頼
派
〉
と
い
う
文
学
史
用
語
／
概
念

の
、
文
学
場
へ
の
流
入
経
路
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
お
く
。
〈
無
頼
派
〉
の
一
人
に

数
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
青
山
光
二
は
、
〈
無
頼
派
と
い
う
言
葉
は
ど
こ
か
ら
米

た
の
か
、
誰
が
つ
く
っ
た
の
か
、
織
田
作
之
助
や
太
宰
治
が
生
き
て
い
た
頃
に

(
5
)
 

は
ま
だ
そ
ん
な
言
葉
は
な
か
っ
た
よ
う
な
気
も
す
る
》
と
述
べ
て
い
る
が
、
〈
無

頼
派
〉
と
い
う
字
句
そ
れ
自
体
は
、
太
宰
治
に
端
を
発
す
る
と
み
て
よ
い
。

九
四
六
年
一
月
一
五
日
付
井
伏
鱒
二
宛
書
簡
が
そ
の
最
初
期
の
例
で
、

「
無
頼
派
」
と
ル
ビ
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
書
簡
は
私
的
な
も
の
だ
が
、
質

司
山
治
と
の
往
復
書
簡
の
体
裁
を
採
る
「
返
事
」
（
「
東
西
」

は
、
戦
後
メ
デ
ィ
ア
に
「
無
頼
派
」
が
登
場
し
た
咄
矢
で
あ
る
。
と
は
い
え
、

ル
ビ
に
付
さ
れ
た
「
リ
ベ
ル
タ
ン
」
と
い
う
字
句
な
ら
、
こ
れ
よ
り
早
く
、
太

と
は
定
か
に
い
い
が
た
い
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
何
か
し
ら
確
か
な
共
通
項
を
以

、
、
、
、
、

て
括
ら
れ
、
そ
こ
に
い
つ
か
ら
か
〈
無
頼
派
〉
と
い
う
字
句
が
重
ね
ら
れ
、
い

、
、
、

つ
し
か
自
明
視
さ
れ
て
き
た
の
だ
。

(
3
)
 

作
家
的
地
震
計
は
、
時
代
の
揺
れ
に
対
し
て
鋭
敏
》
だ
と
論
じ
て
い
る
。
時
代

を
下
れ
ば
、
〈
無
頼
派
〉
と
呼
ば
れ
る
作
家
が
か
つ
て
の
《
昭
和
十
年
代
作
家
》

で
あ
る
点
を
重
視
す
る
磯
貝
英
夫
も
ま
た
、
《
頻
廃
無
頼
の
姿
勢
と
文
学
上
の
方

法
意
識
と
が
密
接
に
同
居
し
て
い
る
こ
と
》
を
《
顕
著
な
特
色
》
と
し
て
、
石

(
4
)
 

川
淳
・
坂
口
安
吾
・
太
宰
治
・
織
田
作
之
助
の
四
作
家
を
論
じ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
《
敗
戦
直
後
》
の
時
点
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
先
の
四
作
家
は
、
何
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一
九
四
五
•
IO・ 

ニ
o
i

一
九
四
六
•
一
・
七
／
当
該
箇
所
は
一
九
四
五
・
―
ニ
・
七
掲
載
）
に

も
見
出
せ
る
。
当
該
箇
所
は
、
「
十
五
年
間
」
（
「
文
化
展
望
」
一
九
四
六
•
四
）

(
6
)
 

に
自
作
引
用
さ
れ
も
す
る
が
、
こ
う
し
た
一
連
の
太
宰
治
テ
ク
ス
ト
を
検
討
し

リ
ベ
ル
タ
ン

た
荻
久
保
泰
幸
は
、
《
〈
無
頼
派
〉
の
概
念
》
が
《
昭
和
二

0
年
の
終
り
か
ら
〔
略
〕

昭
和
二
十
一
年
の
初
め
に
か
け
て
、
太
宰
の
内
部
で
形
成
さ
れ
、
定
着
を
み
た
》

と
し
た
上
で
、
《
伝
統
的
な
〈
無
頼
〉
の
概
念
に
、
舶
来
の
l
i
b
e
r
t
i
n
の
概
念
を
付

リ
ベ
ル
ク
ン

与
し
、
そ
の
重
層
性
を
示
す
〈
無
頼
派
〉
》
で
あ
る
点
に
《
太
宰
の
オ
リ
ジ
ナ
リ

(
7
)
 

テ
ィ
》
を
見
出
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
「
パ
ン
ド
ラ
の
匝
」
の
原
形
と
い
わ
れ
る

「
雲
雀
の
声
」
成
稿
は
戦
中
と
さ
れ
、
荻
久
保
自
身
が
辰
野
隆
『
仏
蘭
西
文
学

上
』
(
-
九
四
三
・
五
、
白
水
社
）
と
の
関
連
を
示
唆
し
て
も
い
る
よ
う
に
、
太

リ
ペ
ル
タ
ン

宰
治
は
親
炎
し
て
い
た
辰
野
隆
（
の
仕
事
）
を
触
媒
に
、
戦
時
中
か
ら
「
無
頼
派
」

と
い
う
概
念
を
練
り
上
げ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
「
無
頼
派
」
と

は
単
な
る
戦
後
の
符
牒
で
は
な
く
、
戦
中
の
歴
史
が
折
り
畳
ま
れ
た
、
戦
い
の

後
p
o
s
t
,
 
w
a
r
と
い
う
文
脈
を
刻
印
さ
れ
た
概
念
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
の
よ
う

に
捉
え
直
し
た
時
、
織
田
作
之
助
・
坂
口
安
吾
・
太
宰
治
•
石
川
淳
と
い
っ
た

四
作
家
が
〈
無
頼
派
〉
と
呼
ば
れ
る
理
由
も
よ
く
わ
か
る
。
彼
ら
も
ま
た
、
戦

(
9
)
 

中
の
文
業
の
上
に
、
戦
後
の
仕
事
を
展
開
し
て
い
っ
た
の
だ
か
ら
。

宰
治
の
戦
後
第
一
作
「
パ
ン
ド
ラ
の
匝
」
（
「
河
北
新
報
」

〈
無
頼
派
〉
は
始
動
し
て
い
る
。

一
九
四
六
年
二
月
号
に
は
、
太
宰
治
が
「
嘘
」

の
文
学

一
九
四
六
•
五
）
で
《
今
日
の
や
う
な
時
世

ま
ず
は
、
織
田
作
之
助
・
坂
口
安
吾
・
太
宰
治
・
石
川
淳
が
、
戦
後
メ
デ
ィ

ア
に
ど
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
い
か
な
る
作
品
を
発
表
し
て
い
っ
た
の
か
、

そ
れ
を
確
認
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
よ
う
。
あ
ら
か
じ
め
見
通
し
を
述
べ
て
お

け
ば
、
先
の
四
作
家
が
〈
無
頼
派
〉
と
称
さ
れ
る
要
因
と
な
っ
た
と
思
し
き
活

動
を
一
斉
に
展
開
し
得
た
の
は
、
(10) 

か
一
年
足
ら
ず
の
こ
と
で
あ
る
。
（
何
し
ろ
、
織
田
作
之
助
は
一
九
四
七
年
一
月

1
0
日
に
永
眠
し
て
し
ま
う
。
）
従
っ
て
、
文
学
場
は
も
と
よ
り
、
未
曾
有
の
《
敗

戦
直
後
》
と
い
う
状
況
に
あ
っ
て
、
批
評
枠
組
み
が
形
成
さ
れ
る
以
前
に
、
先

の
四
作
家
は
戦
後
の
代
表
作
を
矢
継
ぎ
早
に
発
表
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
に
わ

イ
ン
パ
ン
ク
ト

か
に
は
言
語
化
し
難
い
衝
撃
が
、
後
々
こ
の
四
作
家
を
括
っ
て
〈
無
頼
派
〉
と

称
す
こ
と
に
な
る
索
地
を
織
り
な
し
て
い
っ
た
よ
う
に
み
え
る
。
例
え
ば
、
《
敗

戦
直
後
》
か
ら
老
大
家
と
し
て
時
評
文
を
書
き
継
い
だ
正
宗
白
鳥
は
、
「
終
戦
後

文
芸
時
評
」
（
「
新
生
」

に
こ
そ
、
平
和
時
代
に
は
現
は
れ
な
い
や
う
な
痛
烈
な
作
品
奇
蛸
な
文
章
悲
壮

な
詩
句
が
湧
出
す
る
の
で
は
な
い
か
》
と
述
べ
も
し
た
が
、
こ
の
一
文
が
発
表
(11) 

さ
れ
る
頃
す
で
に
、
後
に
白
鳥
自
身
も
人
か
ら
勧
め
ら
れ
て
読
む
こ
と
に
な
る

（
「
新
潮
」
）
と
「
貨
幣
」
（
「
婦
人
朝
日
」
）
を
、
翌
三
月
号
に
は
石
川
淳
が
戦
後

一
九
四
六
年
の
年
頭
か
ら
年
内
一
杯
、
わ
ず

II 
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一
九
四
六
・
七
）
や
「
大
阪
の
憂
鬱
」
（
「
文
藝
春
秋
」

頼
派
〉
揃
い
踏
み
の
感
を
も
た
ら
す
強
力
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
と
な
っ
て
い
る
。

―
二
月
号
、
太
宰
治
は
「
男
女
同
権
」
（
「
改
造
」
）
と
「
親
友
交
歓
」
（
「
新

潮
」
）
、
坂
口
安
吾
は
「
堕
落
論
・
続
篇
」
（
「
文
学
季
刊
」
）
、
織
田
作
之
助
は
「
可

能
性
の
文
学
」
（
「
改
造
」
）
、
石
川
淳
は
「
雅
歌
」
（
「
新
生
」
）
と
「
燃
え
る
棘
」

（
「
別
冊
文
芸
春
秋
」
）
。
翌
年
の
新
年
号
に
は
、
太
宰
治
が
「
ト
カ
ト
ン
ト
ン
」

（
「
群
像
」
）
と
「
メ
リ
イ
ク
リ
ス
マ
ス
」
（
「
中
央
公
論
」
）
、
坂
口
安
吾
は
「
道

鏡
」
（
「
改
造
」
）
、
「
戯
作
者
文
学
論
」
（
「
近
代
文
学
」
）
、
「
風
と
光
と
二
十
の
私

と
」
（
「
文
芸
」
）
、
織
田
作
之
助
は
「
大
阪
の
可
能
性
」
（
「
新
生
」
）
と
「
土
足
の

ま
ま
の
文
学
」
（
「
文
学
雑
誌
」
）
、
そ
し
て
石
川
淳
は
「
か
よ
ひ
小
町
」
（
「
中
央

公
論
」
）
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
間
、
織
田
に
は
「
二
十
番

館
の
女
」
（
「
新
生
」

し
て
い
る
。
ま
た

一
九
四
六
年
―
二
月
号
・
翌
一
九
四
七
年
一
月
号
も
、
〈
無

後
に
〈
無
頼
派
〉
と
称
さ
れ
る
四
作
家
を
括
っ
て
言
表
す
る
動
き
が
可
視
化

の
活
躍
を
受
け
て
、
戦
後
メ
デ
ィ
ア
（
編
集
サ
イ
ド
）
で
は
は
や
く
も
鋭
敏
な

ア
ン
テ
ナ
が
作
動
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
平
野
謙
は
「
現
実
と
文

学

(
2
)
メ
チ
ェ
の
種
々
相
」
（
「
東
京
新
間
」

は
編
集
部
か
ら
与
え
ら
れ
た
課
題
は
、
石
川
淳
、
坂
口
安
吾
、
太
宰
治
、
織
田

作
之
助
ら
の
文
学
傾
向
を
概
観
せ
よ
、
と
い
う
に
あ
っ
た
》
と
明
か
し
、
〈
い
か

さ
れ
て
い
く
の
は

一
九
四
七
・
一

•
四
）
で
、
《
実

一
九
四
七
年
下
半
期
以
降
だ
が
、
右
に
み
た
一
九
四
六
年

戦
後
メ
デ
ィ
ア
上
で
報
じ
ら
れ
た
四
作
家
の
動
向
を
追
っ
て
い
こ
う
。

表
す
る
新
し
い
媒
体
に
発
表
さ
れ
て
い
く
。

に
始
ま
り
、
太
宰
治
「
十
五
年
間
」
（
「
文
化
展
望
」
）
、
石
川
淳
「
明
月
珠
」
（
「
新

潮
」
）
、
織
田
作
之
助
に
至
っ
て
は
「
世
相
」
（
「
人
間
」
）
・
「
競
馬
」
（
「
改
造
」
）

と
い
う
、
生
涯
の
代
表
作
に
も
あ
げ
ら
れ
る
傑
作
二
編
を
同
時
に
憔
に
送
り
出

跡
の
イ
エ
ス
」
（
「
新
潮
」

そ
の
多
く
は
復
興
途
上
の
戦
後
メ
デ
ィ
ア
に
あ
っ
て
、
伝
統
的
な
／
戦
後
を
代

こ
の
よ
う
に
み
て
く
れ
ば
、
〈
無
頼
派
〉
の
生
成
に
は
、
作
家
性
や
読
者
の
《
願

望
〉
と
い
う
要
索
に
加
え
て
、
世
論
や
戦
後
メ
デ
ィ
ア
の
動
向
、
そ
の
需
要
に

、
、
、
、

応
え
続
け
た
作
家
の
書
き
ぷ
り
ま
で
も
が
関
わ
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
ま
ず
は
、

一
九
四
六

・I
0
)
を
発
表
し
て
い
る
。
し
か
も
、

篇
を
書
き
、
石
川
淳
は
「
無
儘
燈
」
（
「
文
芸
春
秋
」

一
九
四
六
・
七
）
や
「
焼

か
い
い
よ
う
の
な
い
四
月
号
の
各
雑
誌
に
は
、
坂
日
安
吾
「
堕
落
論
」
（
「
新
潮
」
）

一
九
四
六
・
六
）
・
「
春
の
枯
葉
」
（
「
人
間
」

-JL
四
六
・
九
）
と
い
う
戯
曲

第
一
作
「
黄
金
伝
説
」
（
「
中
央
公
論
」
）
を
発
表
し
、
織
田
作
之
助
は
「
六
白
金

星
」
（
「
新
生
」
）
と
「
ア
ド
・
バ
ル
ー
ン
」
（
「
新
文
学
」
）
を
、
太
宰
治
は
「
や

ん
ぬ
る
哉
」
（
「
月
刊
読
売
」
）
を
、
坂
口
安
吾
は
「
処
女
作
前
後
の
思
い
出
」
（
「
早

(12) 

稲
田
文
学
」
）
を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
て
い
く
。
そ
し
て
今
か
ら
み
れ
ば
圧
巻
と
し

一
九
四
六
・
八
）
、
「
女
体
」
（
「
文
芸
春
秋
」

一
九

九
四
六
・
八
）
が
あ
り
、
安
吾
は
「
デ
カ
ダ
ン
文
学
論
」
（
「
新
潮
」
一
九
四
六
．

I
 

0
)
な
ど
の
エ
ッ
セ
イ
に
加
え
、
「
白
痴
」
（
「
新
潮
」
一
九
四
六
・
六
）
や
「
外

套
と
青
空
」
（
「
中
央
公
論
」

四
六
・
九
）
な
ど
小
説
も
書
い
て
い
く
。
太
宰
治
は
「
冬
の
花
火
」
（
「
展
望
」
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は
「
可
能
性
の
文
学
」
（
「
改
造
」

一
九
四
六
・
―
二
）
で
、
当
時
の
様
子
を
次

ち
に
と
っ
て
も
よ
い
親
睦
の
機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
、
現
実
世
界
で
の
三
作
家

の
つ
き
あ
い
が
当
事
者
に
よ
っ
て
メ
デ
ィ
ア
に
開
示
さ
れ
て
い
く
の
だ
が
、
こ

う
し
た
要
索
も
〈
無
頼
派
〉
の
形
成
に
寄
与
し
た
と
思
わ
れ
る
。
織
田
作
之
助

か
し
か
っ
た
。

こ
う
し
た
、
作
家
当
人
た
ち
に
よ
っ
て
メ
デ
ィ
ア
に
開
示
さ
れ
て
い
く
、
実

稿
を
読
ん
で
み
る
と
酔
つ
払
う
と
却
つ
て
嘘
を
つ
い
て
い
る
も
の
で
、
お

右
の
座
談
会
は
編
集
サ
イ
ド
の
思
惑
を
果
た
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
作
家
た

い
た
と
い
え
る
。

は
れ
て
い
た
由
）
座
談
会
の
始
ま
ら
ぬ
う
ち
太
宰
と
私
は
へ
ゞ
れ
け
、
私

は
ど
っ
ち
の
も
最
初
の
一
言
を
記
憶
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
速
記
の
原

〈
無
頼
派
〉
と
称
さ
れ
る
諸
表
徴
の
原
型
は

一
九
四
六
年
一
杯
で
世
に
出
て

を
語
る
座
談
会
」
は
、
坂
口
、
織
田
、
太
宰
の
、
当
代
の
流
行
作
家
に
、
評
論

家
平
野
氏
を
加
へ
て
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
の
現
代
文
学
に
痛
烈
な
反
撃
を
与
ヘ

た
、
颯
爽
凛
々
た
る
文
学
座
談
会
で
あ
る
》
と
誇
ら
し
げ
に
書
か
れ
、
ま
た
、

に
は
を
ら
れ
な
い
》
と
も
あ
る
よ
う
に
、
当
の
座
談
会
が
活
字
に
な
る
時
、
す

で
に
織
田
作
之
助
は
こ
の
世
の
人
で
は
な
い
。
こ
の
事
実
に
鑑
み
て
も
、
後
に

ま
た
、
《
私
は
こ
A

一
ヶ
月
間
に
五
回
も
座
談
会
に
ひ
っ
ぱ
り
だ
さ
れ
て
困
つ

糾
の
三
人
、
こ
の
ど
ち
ら
も
織
田
が
二
時
間
お
く
れ
（
新
聞
の
連
載
に
追

太
宰
治
、
織
田
作
之
助
、
平
野
謙
、
糾
、
つ
ゞ
い
て
同
じ
く
太
宰
、
織
田
、

《
私
た
ち
は
本
座
談
会
を
読
ん
で
、
改
め
て
織
田
氏
の
死
を
惜
し
み
、
悼
ま
ず
談
会
当
時
の
様
子
を
書
き
留
め
て
い
る
。

た
》
と
い
う
坂
口
安
吾
も
、
「
私
は
誰
？
」
（
「
新
生
」

る
こ
と
は
み
や
す
い
。
同
誌
の
倉
崎
嘉
一
「
編
輯
後
記
」
に
は
、
〈
「
現
代
小
説

カ
ン
ヅ
メ
に
な
る
の
で
、
珈
琲
を
飲
ん
で
ゐ
た
。

平
野
謙
「
現
代
小
説
を
語
る
座
談
会
」
（
「
文
学
季
刊
」

に
も
実
人
生
密
着
の
私
小
説
的
伝
統
を
か
た
え
に
す
え
た
場
合
、
彼
ら
の
文
学

は
反
私
小
説
的
傾
向
と
し
て
一
括
さ
れ
ぬ
で
も
な
い
。
常
識
的
に
は
、
正
統
リ

ア
リ
ズ
ム
か
ら
の
デ
フ
ォ
ル
マ
シ
オ
ン
と
い
う
一
点
に
、
彼
ら
共
通
の
メ
ル
ク

(13) 

マ
ー
ル
が
な
い
で
も
な
い
〉
と
そ
の
共
通
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
編

集
サ
イ
ド
の
思
惑
の
具
現
化
の
―
つ
が
、
坂
口
安
吾
・
太
宰
治
・
織
田
作
之
助
・

一
九
四
七
•
四
）
で
あ

口
安
吾
は
ウ
ヰ
ス
キ
ー
を
飲
み
、
私
は
今
夜
こ
の
原
稿
の
た
め
に
徹
夜
の

と
酒
を
飲
ん
で
ゐ
た
|
|
＇
と
い
ふ
よ
り
、
太
宰
治
は
ビ
ー
ル
を
飲
み
、
坂

私
は
目
下
上
京
中
で
、
銀
座
裏
の
宿
舎
で
こ
の
原
稿
を
書
き
は
じ
め
る

数
時
間
前
は
、
銀
座
の
ル
パ
ン
と
い
ふ
酒
場
で
太
宰
治
坂
口
安
吾
の
二
人

の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

一
九
四
七
・
三
）
で
、
座
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ト
以
上
の
讃
美
を
こ
め
た
、
せ
い
一
杯
の
形
容
詞
の
羅
列
で
あ
り
、
そ
の

近
代
人
を
語
り
得
る
い
わ
れ
も
あ
り
得
な
い
か
の
ご
と
き
表
明
で
あ
る
。

／
だ
が
、
仕
事
部
屋
に
他
人
の
妾
宅
を
え
ら
ぷ
印
度
哲
学
く
ず
れ
の
中
年

を
送
っ
た
道
頓
堀
の
一
遊
士
が
、
心
中
す
る
前
に
出
版
社
に
ウ
ナ
電
を
打

つ
だ
け
の
常
識
を
も
ち
な
が
ら
妻
子
の
家
の
雨
漏
り
を
放
っ
て
お
い
た
県

知
事
の
不
肖
の
弟
が
、
何
で
近
代
人
で
あ
り
、
人
間
の
苦
悩
の
象
徴
な
の

で
あ
ら
う
。

判
が
、
喀
血
を
食
塩
水
で
ご
ま
か
し
つ
つ
カ
ス
ト
リ
と
ヒ
ロ
ポ
ン
で
晩
年

よ
う
な
生
活
が
一
応
わ
か
ら
な
け
れ
ば
、
文
学
の
門
を
さ
ぐ
る
衰
格
も
、

と
と
も
に
括
ら
れ
て
い
た
実
例
に
は
事
欠
か
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、

、
、
、
、

る
生
活
ぷ
り
を
軸
に
、
織
田
作
之
助
・
坂
日
安
吾
・
太
宰
治
の
三
作
家
間
を
括

る
動
き
が
、
戦
後
メ
デ
ィ
ア
上
に
お
い
て
確
認
で
き
る
。
も
っ
と
も
、
こ
う
し

た
見
方
か
ら
は
、
本
稿
が
注
目
し
て
い
る
石
川
淳
が
漏
れ
落
ち
て
し
ま
う
の
だ

、
、
、
、

一
方
で
〈
無
頼
派
〉
を
そ
の
生
活
ぶ
り
の
み
か
ら
説
明
す
る
の
は
無
理
が

あ
る
し
、
他
方
で
広
く
戦
後
メ
デ
ィ
ア
を
見
渡
せ
ば
、
石
川
淳
が
右
の
三
作
家

が

一
九
四
八
年
も
半
ば
を
過
ぎ
る
頃
に
は
、
酒
や
女
に
ま
つ
わ

は
で
き
ま
せ
ん
。

め
ぐ
っ
て
、
人
々
の
口
か
ら
吐
か
れ
る
の
は
、
少
く
と
も
九

0
パ
ー
セ
ン

の
絶
壁
1

美
•
愛
・
紳
。
／
右
に
あ
げ
た
よ
う
な
い
く
つ
か
の
生
活
を

妄
執
1

芸
術
の
恐
ろ
し
さ
—
—
'
恐
怖
ー
ー
上
庫
無
|
|
I

絶
望
ー
創
造

三
人
の
生
活
の
一
端
を
う
か
が
い
う
る
よ
う
な
三
つ
の
記
事
を
引
用
し
た

(15) 

の
ち
》
、
次
の
よ
う
な
批
判
を
展
開
し
て
い
る
。

坂
口
、
織
田
、
太
宰
と
い
っ
た
ひ
と
び
と
の
、
無
軌
道
な
、
乱
雑
な
、
そ

、
、
、
、

し
て
市
民
的
な
道
徳
に
反
し
た
（
む
ろ
ん
市
民
的
道
徳
を
、
止
揚
し
た
と

、
、
、
、

い
う
ほ
ど
偉
大
な
も
の
で
は
な
く
、
た
ゞ
逸
脱
し
て
い
る
だ
け
の
こ
と
で

す
）
生
活
ぶ
り
に
は
、
ど
う
み
て
も
近
代
的
な
エ
ト
ス
を
感
じ
と
る
こ
と

声
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

う
ご
き
」
（
「
日
本
評
論
」

一
九
四
八
・
八
）
で
は
、
《
坂
口
と
織
田
と
太
宰
と

(14) 

生
活
に
お
け
る
放
蕩
無
頼
な
イ
メ
ー
ジ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
内
容
や
関
連
言

表
と
の
相
乗
効
果
の
中
で
、

の
う
ご
き
」
に
と
り
あ
げ
ら
れ
る
ほ
ど
に
肥
大
化
し
て
い
く
。
無
署
名
「
時
の

一
九
四
八
年
に
は
『
日
本
評
論
』
話
題
の
欄
、
「
時

傍
線
部
は
、
そ
れ
ぞ
れ
坂
口
安
吾
、
織
田
作
之
助
、
太
宰
治
に
関
し
て
、
当

時
開
示
さ
れ
て
い
た
作
家
惜
報
・
像
の
最
大
公
約
数
で
も
あ
り
、
こ
の
欄
へ
の

注
目
と
、
お
そ
ら
く
は
後
に
〈
無
頼
派
〉
と
呼
ば
れ
る
に
至
る
意
味
内
容
の
形

成
を
与
件
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
大
内
力
「
小
説
家
の
人
間
類
型
」
（
「
評
論
」

一
九
四
八
•

1
0
)
の
よ
う
な
言
表
が
産
出
さ
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
内
容
は
拡



九
四
八

ら
、
四
作
家
の
足
並
み
が
乱
れ
だ
し
た
翌
一
九
四
八
年
の
戦
後
メ
デ
ィ
ア
上
で

(
「
三
田
文
学
」

品
の
数
も
少
く
な
い
》
作
家
と
し
て
、
《
織
田
、
坂
口
、
石
川
（
淳
）
、
伊
藤

（
整
）
、
太
宰
》
を
あ
げ
て
い
る
。
死
ん
だ
織
田
作
之
助
は
当
然
の
こ
と
な
が

も
な
お
、
織
田
作
之
助
・
坂
口
安
吾
・
太
宰
治
・
石
川
淳
は
、
や
は
り
同
時
に

浮
上
し
て
く
る
。
例
え
ば
、
次
の
平
田
次
三
郎
「
時
評
の
困
却
—
|
1
文
芸
時
評

|
」
（
「
三
田
文
学
」

）
を
み
て
み
よ
う
。

一
九
四
七
・
九
）
で
、
《
最
近
し
き
り
に
オ
名
を
謳
は
れ
、
作

い
》
と
い
う
否
定
的
な
文
脈
な
が
ら
、
若
尾
徳
平
も
「
六
号
記

―
二
）
に
お
い
て
、
荒
正
人
が
《
太
宰
治
に
限
ら
ず
、
織
田
作
之
助
、
坂
口
安

吾
、
石
川
淳
、
高
見
順
、
伊
藤
整
な
ど
、

四
十
前
後
の
作
家
が
培
つ
て
き
た
も

の
を
、
た
と
え
中
途
に
断
絶
は
あ
る
に
し
て
も
承
け
継
が
う
と
し
て
登
場
し
て

き
て
い
る
の
が
（
遠
く
か
ら
眺
め
て
の
意
味
で
す
が
）
、
椎
名
、
梅
崎
、
野
間
、

中
村
と
い
う
四
人
の
新
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
》
と
発
言
す
る
程
度
に
は
、
四

、
、
、

作
家
を
結
ぴ
つ
け
る
力
学
は
戦
後
メ
デ
ィ
ア
で
す
で
に
形
成
さ
れ
、
作
動
し
て

(16) 

い
た
と
み
て
よ
い
。

敗
戦
文
学
論
」

宏
•
平
田
次
三
郎
・
荒
正
人
「
戦
後
文
学
と
そ
の
周
辺
」
（
「
改
造
」

見
出
し
、
《
向
上
と
堕
落
の
境
界
線
》
が
文
学
上
の
問
題
で
あ
る
と
論
じ
て
い

る
。
ま
た
、
《
こ
れ
こ
そ
敗
戦
の
文
学
だ
と
膝
を
叩
く
や
う
な
も
の
が
得
ら
れ
な

゜
14

山
義
秀
・
荒
正
人
「
現
代
小
説
を
語
る
座
談
会
」
（
「
文
学
季
刊
」

デ
ィ
ア
に
確
か
に
記
憶
さ
れ
て
い
っ
た
た
は
ず
だ
。
例
え
ば
、
平
野
謙
・
野
間

一
九
四
八
・

少
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
四
作
家
の
連
携
は
文
学
場
／
戦
後
メ

う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
織
田
作
之
助
の
死
に
よ
っ
て

平
田
次
三
郎
は
「
デ
カ
ダ
ン
ス
|
ー
'
深
淵
か
ら
ー
」
（
「
時
代
」

労
を
し
ら
ぬ
制
作
を
続
け
て
い
る
。
（
太
字
原
文
）

一
九
四
七
年
の
言
表
か
ら
拾
っ
て
い
く
な
ら
ば
、
石
川
達
三
・
高
見
順
・
中

一
九
四
七
・

I
 

0
)
で
の
「
流
行
作
家
論
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
際
し
て
、
《
坂
口
安
吾
、
太
宰

治
、
石
川
淳
、
そ
こ
ら
か
ら
入
っ
て
い
つ
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
が
》
と
い
う

記
者
の
水
向
け
に
、
《
死
ん
だ
織
田
作
之
助
君
な
ど
を
流
行
作
家
と
い
う
こ
と
に

す
る
と
》
と
高
見
順
が
織
田
を
加
え
て
、
四
人
の
作
家
を
併
置
し
て
み
せ
る
。

一
九
四
七
・

五
）
で
、
《
坂
口
安
吾
の
堕
落
賛
美
の
宣
言
が
多
く
の
支
持
を
得
て
ゐ
る
》
こ
と

と
〈
石
川
淳
、
太
宰
治
、
織
田
作
之
助
、
高
見
順
の
諸
作
家
が
頻
廃
的
索
材
を

扱
ひ
な
が
ら
も
却
つ
て
そ
の
た
め
に
期
待
も
さ
れ
て
ゐ
る
》
こ
と
に
通
底
性
を

ママ

た
と
え
ば
、
敗
戦
ご
ほ
ど
な
く
、
な
に
も
の
か
に
憑
か
れ
た
か
の
よ
う

な
勢
で
制
作
を
つ
づ
け
て
き
た
坂
口
安
吾
と
か
石
川
淳
と
か
織
田
作
之
助

と
か
、
こ
れ
ら
の
作
家
た
ち
の
休
息
時
が
き
て
ゐ
る
よ
う
だ
。
〔
略
〕
た
だ

こ
こ
に
、
本
節
冒
頭
で
発
表
時
期
と
併
せ
て
作
品
を
あ
げ
な
が
ら
述
べ
た
よ

う
に
、
字
句
の
使
用
は
み
ら
れ
な
い
も
の
の
、
〈
無
頼
派
〉
の
意
味
内
容
が
水
面

下
で
生
成
さ
れ
た
胚
胎
期
を
一
九
四
六
年
と
み
る
妥
当
性
も
保
証
さ
れ
る
だ
ろ

一
時
期
関
連
言
表
の
減

ひ
と
り
、
太
宰
治
が
『
斜
隔
』
（
新
潮
七
月
号
よ
り
連
載
）
を
も
つ
て
、
疲
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こ
れ
ま
で
の
検
討
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
〈
無
頼
派
〉
と
括
っ
て
言
及
さ
れ

る
作
家
は
、
排
他
的
に
織
田
作
之
助
・
坂
口
安
吾
・
太
宰
治
・
石
川
淳
に
限
ら

も
な
い
。
時
に
は
、
四
作
家
の
う
ち
二
人
、
三
人
が
同
時
に
語
ら
れ
、
あ
る
い

は
そ
こ
に
他
作
家
が
関
わ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
本
節
で
は
、
そ
う
し
た
多
様
な

組
み
合
わ
せ
の
中
で
語
ら
れ
て
い
く
言
表
を
織
田
作
之
助
・
坂
口
安
吾
・
太
宰

治
・
石
川
淳
を
軸
に
検
討
す
る
こ
と
で
、
多
様
な
組
み
合
わ
せ
の
共
時
的
な
璽

な
り
か
ら
、
右
記
四
作
家
が
浮
上
し
て
く
る
様
相
を
描
き
出
し
て
い
き
た
い
。

一
九
四
六
年
の
年
次
総
括
、
籐
川
徹
至
「
四
六
年
の
文
学
回
顧
」
（
「
新
小
説
」

一
九
四
七
・
一
）
に
、
《
一
時
に
返
咲
き
を
い
は
れ
た
作
家
た
ち
が
雑
誌
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
の
主
流
か
ら
離
れ
て
い
く
と
、
入
れ
替
る
や
う
に
し
て
舟
橋
聖
一
、

高
見
順
、
坂
口
安
吾
、
石
川
淳
、
北
原
武
夫
等
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き

た
》
と
あ
る
よ
う
に
、
四
作
家
の
中
で
い
ち
は
や
く
注
目
を
浴
ぴ
た
の
は
、
坂

口
安
吾
と
石
川
淳
で
あ
る
。
河
上
徹
太
郎
は
「
作
家
魂
の
昂
揚
（
文
芸
時
評
）
」

（
「
文
藝
春
秋
」

い
う
現
象
に
ふ
れ
な
が
ら
《
坂
口
安
吾
氏
の
「
青
空
と
外
套
」
（
中
央
公
論
八
月

号
）
や
、
石
川
淳
氏
の
「
無
尽
燈
」
（
文
藝
春
秋
七
月
号
）
》
に
論
及
し
、
〈
作
者

の
風
格
の
特
異
さ
が
激
し
く
表
に
出
て
ゐ
る
》
点
を
以
て
、
単
な
る
〈
エ
ロ
小

一
九
四
六
•
I
 

O
l
で
、
《
終
戦
後
の
エ
ロ
小
説
の
氾
濫
》
と

れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
し
、
常
に
四
作
家
が
同
列
に
語
ら
れ
て
い
た
わ
け
で

III 

間」

図
々
し
い
ま
で
の
話
上
手
、
説
得
上
手
な
時
に
は
読
む
方
に
「
や
り
切
れ

な
存
在
と
考
へ
さ
せ
る
一
種
の
諧
誹
味
を
帯
び
た
極
端
な
自
己
虐
待
、

一
九
四
七
•
四
・
一

そ
の
才
能
を
惜
ま
れ
つ
、
若
く
し
て
逝
っ
た
織
田
作
之
助
、
「
白
痴
」
「
女

体
」
「
外
套
と
青
空
」
と
連
続
的
に
佳
作
を
送
っ
た
坂
口
安
吾
等
と
共
に
人

の
意
表
を
つ
く
特
異
の
才
能
は
太
宰
治
氏
を
し
て
何
か
ダ
ー
ク
ホ
ー
ス
的

一
）
に
は
、
次
の
一
節
が
み
ら
れ
る
。

学
の
捺
頭
》
を
あ
げ
る
大
井
士
郎
「
文
芸
評
論
エ
ロ
チ
シ
ズ
ム
、
並
に
デ
カ
ダ
ン
文

一
九
四
七
年
に
入
る
と
、
そ
の
旺
盛
な
創
作
活
動
に
応
じ
て
四
作
家
へ
の
注

目
も
集
ま
っ
て
い
く
。
青
野
季
吉
・
伊
藤
整
・
中
野
好
夫
「
創
作
合
評
会

(
1
)
」

（
「
群
像
」

一
九
四
七
•
四
）
か
ら
み
て
い
こ
う
。
伊
藤
は
、
《
僕
は
今
い
ち
ば

ん
活
躍
し
て
い
る
坂
口
安
吾
、
石
川
淳
、
太
宰
治
、
こ
の
三
人
に
な
に
か
通
じ

る
問
題
が
あ
り
は
し
な
い
か
と
ぽ
ん
や
り
思
っ
て
米
た
》
と
し
た
上
で
、
《
こ
の

三
人
の
作
家
に
や
は
り
一
種
の
時
代
の
感
梢
が
非
常
に
鋭
く
反
映
さ
れ
て
い

る
》
と
指
摘
し
て
い
る
。
伊
藤
の
見
方
に
同
意
す
る
中
野
は
、
右
の
三
作
家
が

(17) 

《
戦
後
文
学
の
―
つ
の
共
通
な
問
題
に
つ
な
が
つ
て
い
る
》
と
し
な
が
ら
、
《
期

せ
ず
し
て
戦
後
の
現
実
に
一
応
取
材
し
な
が
ら
、
か
ん
じ
ん
の
と
こ
ろ
で
逃
避

し
て
い
る
》
点
に
不
満
を
漏
ら
し
て
い
る
。
〈
終
戦
後
文
壇
に
表
れ
た
特
巽
の
現

象
》
と
し
て
、
《
既
成
大
家
連
の
復
活
と
、

「
太
宰
治
」
論
」
（
「
学
園
新

説
》
か
ら
一
線
を
画
し
て
評
価
し
て
い
る
。
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春
生
・
椎
名
麟
三
・
高
木
卓
「
現
代
作
家
論
（
座
談
会
）
」
（
「
文
芸
時
代
」

四
八
・
三
）
で
も
、
記
者
は
《
最
近
も
つ
と
も
活
躍
し
て
い
る
作
家
》
と
し
て
、

ヒ」ィ る
一
連
の
作
家
た
ち
の
系
譜
》
と
し
て
論
じ
ら
れ
も
す
る
だ
ろ
う
。

表
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
誌
の
無
署
名
「
編
集
後
記
」
（
「
新
潮
」
一
九
四
八
・

一
九
を
、
石
川
淳
は
「
太
宰
治
昇
天
」
を
同
じ
「
新
潮
」

一
九
四
八
年
七
月
号
に
発

ら
い
な
も
の
で
あ
る
》
と
「
太
宰
君
の
死
」
（
「
文
芸
時
代
」

賀
直
哉
を
め
ぐ
る
ト
ピ
ッ
ク
が
渦
を
成
し
て
い
く
。

確
認
さ
せ
た
の
は
、
一
九
四
八
年
の
出
来
事
だ
っ
た
は
ず
だ
。

な
さ
」
を
感
じ
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、

(18) 

す
る
の
に
役
立
っ
た
よ
う
に
思
は
れ
る
。

一
応
そ
の
存
在
を
表
明

さ
ら
に
、
組
み
合
わ
せ
を
変
え
る
な
ら
ば
、
瀬
沼
茂
樹
「
危
機
に
立
つ
文
学

石
川
淳
・
太
宰
治
・
織
田
作
之
助
が
《
現
代
の
虚
無
と
頗
廃
と
の
地
獄
に
生
き

そ
の
後
は
、
そ
の
死
も
あ
り
、
織
田
を
除
く
三
作
家
を
結
ぴ
つ
け
る
言
表
が

目
立
っ
て
い
く
。
例
え
ば
、
小
田
切
秀
雄
は
「
現
代
文
学
の
低
迷
」
（
「
綜
合
文

九
四
七
・
―
二
）
で
〈
C
o
n
v
e
n
t
i
o
n
s
に
反
逆
す
る
と
い
う
こ
と
自
体
が

―
つ
の
C
o
n
v
e
n
t
i
o
n
に
な
っ
て
も
は
や
C
o
n
v
e
n
t
i
o
n
s
に
反
逆
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
切
実
さ
を
喪
つ
て
し
ま
つ
て
い
る
実
情
は
、
何
も
石
川
淳
に
限
る
も
の

で
な
く
、
太
宰
治
や
坂
口
安
吾
や
伊
藤
整
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
方
で
現
れ
て
い

る
》
と
、
否
定
的
な
見
地
か
ら
述
べ
て
い
る
。
小
田
切
の
見
解
は
、
こ
の
時
期

イ
ン
パ
ク
ト

す
で
に
、
後
に
〈
無
頼
派
〉
と
呼
ば
れ
る
作
家
の
衝
撃
が
減
退
し
始
め
て
い
た

こ
と
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
活
躍
に
は
《
敗
戦
直
後
》
と
い
う
歴
史
的
条
件
が
不

可
欠
の
要
索
で
あ
っ
た
こ
と
ま
で
を
指
摘
し
て
示
唆
に
富
む
。
し
か
し
同
時
に
、

右
記
三
作
家
は
依
然
と
し
て
人
気
作
家
で
あ
っ
た
は
ず
で
、
舟
橋
聖
一
・
梅
崎

ー
現
代
文
学
の
展
望
|
|
J
(
「
新
小
説
」

一
九
四
七
・
八
）
に
お
い
て
は

和
「
戦
後
文
壇
に
与
ふ
ー
文
学
と
宗
教
と
の
狭
間
ー
」
（
「
群
像
」

一
九
四

太
宰
治
・
坂
口
安
吾
を
あ
げ
、
さ
ら
に
《
太
宰
、
坂
口
と
い
う
と
、
す
ぐ
石
川

淳
の
名
前
が
出
て
く
る
ん
で
す
が
ね
》
と
、
や
は
り
後
に
〈
無
頼
派
〉
と
呼
ば

れ
る
作
家
を
軸
に
座
談
会
を
展
開
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
、
坂
口
安
吾
•
太

宰
治
・
石
川
淳
（
織
田
作
之
助
）
を
結
ぴ
つ
け
て
語
る
一
連
の
動
き
は
、
山
本

八
・
七
）
が
指
摘
す
る
、
《
戦
時
中
は
未
だ
文
壇
の
傍
流
だ
っ
た
坂
口
安
吾
、
太

宰
治
、
石
川
淳
等
の
戦
後
の
目
党
し
い
活
動
は
、
既
成
文
壇
を
騒
が
す
観
が
あ

っ
た
》
と
い
う
、
当
時
の
文
学
場
で
共
有
さ
れ
て
い
た
印
象
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。

(19) 

た
だ
し
、
こ
の
間
存
在
感
の
薄
く
な
っ
て
い
た
織
田
作
之
助
を
含
め
、
後
に
〈
無

頼
派
〉
と
呼
ば
れ
る
四
作
家
を
緊
密
に
結
ぴ
つ
け
、
そ
こ
に
あ
る
通
底
性
を
再

そ
れ
は
他
で
も
な
い
、
太
宰
治
の
死
で
あ
り
、
死
を
核
と
し
て
一
挙
に
噴
出

し
た
メ
デ
ィ
ア
言
表
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
新
聞
報
道
・
各
種
追
悼
文
り
伽
‘
志

太
宰
治
の
死
に
際
し
て
田
邊
茂
一
は
、
《
太
宰
ま
で
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う

と
、
わ
が
党
の
作
家
は
、
ま
こ
と
に
容
々
と
な
っ
た
。
坂
日
と
石
川
（
淳
）
ぐ

一
九
四
八
・
八
）

で
語
っ
て
い
る
が
、
周
知
の
よ
う
に
、
坂
口
安
吾
は
「
不
良
少
年
と
キ
リ
ス
ト
」
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ア
の
力
学
は
明
ら
か
だ
が
、
興
味
深
い
の
は
、

一
九
四
八
•
六

に
お
け
る 九

太
宰
、
坂
口
、
石
川
と
い
ふ
顔
触
れ
を
揃
へ
る
こ
と
は
雑
誌
編
集
者
と

し
て
誰
も
が
一
応
考
へ
る
プ
ラ
ン
で
あ
る
が
、
太
宰
氏
生
前
に
は
遂
に
一

度
も
実
現
さ
れ
ず
、
死
後
は
じ
め
て
絶
箪
「
如
是
我
間
」
と
共
に
本
誌
で

顔
が
揃
っ
た
の
は
皮
肉
な
も
の
で
あ
る
。
坂
日
、
石
川
両
氏
と
も
に
、
太

宰
氏
と
は
生
前
深
い
交
友
で
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
三
人
の
文
学
者
の
本

質
的
な
繋
が
り
が
、
終
戦
後
の
文
壇
の
第
一
線
を
象
つ
て
ゐ
た
と
も
言
ヘ

よ
う
。
両
氏
の
文
章
を
太
宰
氏
の
墓
前
に
手
向
け
る
。
5

こ
こ
に
も
、
太
宰
治
・
坂
日
安
吾
・
石
川
淳
を
結
び
つ
け
て
い
く
戦
後
メ
デ
ィ

九
四
七
年
以
降
緊
密
さ
を
増

し
て
き
た
三
作
家
の
連
携
に
、
太
宰
の
死
を
契
機
と
し
て
織
田
作
之
助
が
召

還
・
連
結
さ
れ
て
い
く
動
き
で
あ
る
。
太
宰
治
「
如
是
我
間
」
（
「
新
潮
」

四
八
·
三
1

七
）
は
、
志
賀
直
哉
•
佐
々
木
基
一
・
中
村
呉
一
郎
「
作
家
の
態

度
（
一
）
志
賀
直
哉
氏
を
か
こ
ん
で
」
（
「
文
芸
」

志
賀
発
言
へ
の
明
示
的
か
つ
過
激
な
反
論
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
直
後
に
死

が
訪
れ
た
こ
と
で
＂
（
創
作
活
動
↓
）
志
賀
の
論
難
↓
反
論
↓
悶
死
“
と
い
う
図

式
の
相
同
性
に
よ
っ
て
織
田
の
ケ
ー
ス
と
重
ね
あ
わ
さ
れ
、
後
に
《
戦
後
、
織

田
作
之
助
、
野
間
宏
、
太
宰
治
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ち
が
い
は
あ
れ
、
志
賀

七
）
に
は
次
の
一
文
が
み
ら
れ
る
。

そ
の
こ
と
で
慣
死
し
た
と
は
突
飛
な
飛
躍
》
だ
と
し
て
、
中
野
好
夫
を
厳
し
く

一
九
四
八
・
九
・
ニ
七
）
を
書
き
、
《
太
宰
、
織
田
が
志

る
坂
口
安
吾
は
「
志
賀
直
哉
に
文
学
の
問
題
は
な
い

文
学
に
対
し
て
、
共
通
し
て
反
抗
、
あ
る
い
は
反
ぱ
つ
を
示
し
た
こ
と
は
、

(21) 

つ
の
現
象
で
あ
っ
た
》
と
評
さ
れ
る
よ
う
に
、
戦
後
メ
デ
ィ
ア
上
で
議
論
の
的

と
な
っ
て
い
く
。
太
宰
の
追
悼
特
集
で
賑
わ
う
戦
後
メ
デ
ィ
ア
に
、
中
野
好
夫

一
九
四
八
・
八
）
を
書
き
、

《
そ
れ
に
し
て
も
志
賀
と
い
う
存
在
は
異
様
奇
怪
な
存
在
で
あ
る
。
太
宰
を
憤

死
さ
せ
た
ば
か
り
で
な
く
、
す
ぐ
前
に
は
織
田
作
を
や
は
り
憤
死
さ
せ
て
い
る
》

と
し
て
織
田
の
記
憶
を
喚
起
し
な
が
ら
、
こ
の
ト
ピ
ッ
ク
を
拡
声
し
て
い
く
。

こ
う
し
た
見
方
に
対
し
て
、
青
山
光
二
は
「
太
宰
治
と
織
田
作
之
助
」
（
「
文

『
如
是
我
間
』
に
こ
そ
、
私
は
織
田
作
之
助
の
、
太
宰
治
の
、
「
白
鳥
の
歌
」
を

聴
く
》
と
感
情
的
に
反
論
す
る
が
、
後
に
〈
無
頼
派
〉
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な

て
…
」
（
「
読
売
新
間
」

織
田
作
、
太
宰
、
そ
し

賀
直
哉
に
憤
死
し
た
、
と
い
う
俗
説
の
一
っ
二
つ
が
現
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
展

と
す
る
に
足
ら
な
い
》
と
冷
静
に
対
処
し
、
《
太
宰
、
織
田
が
、
志
賀
に
恨
死
し

た
と
い
う
説
に
も
、
根
の
な
い
こ
と
は
な
い
。
太
宰
が
志
賀
に
腹
を
立
て
「
如

是
我
間
」
を
書
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
そ
の
裏
に
は
、
志
賀
に
ほ
め
て
も

ら
い
た
い
よ
う
な
気
持
が
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
》
と
述
べ
た
上
で
、
《
然
し

ヒ
ス
テ
リ
ー
の
発
作
だ
っ
た
の
で
あ
ら
う
か
？

否
。
『
可
能
性
の
文
学
』
に

芸
時
代
」

一
九
四
八
・
七
）
で
、
《
織
田
や
太
宰
の
志
賀
直
哉
攻
撃
は
、
果
し
て

は
「
文
芸
時
評

志
賀
直
哉
と
太
宰
治
」
（
「
文
芸
」
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〈
無
頼
派
〉
と
い
う
文
学
史
用
語
／
概
念
の
定
着
に
先
立
ち
、
同
時
代
か
ら

織
田
作
之
助
・
坂
口
安
吾
・
太
宰
治
•
石
川
淳
を
括
る
呼
ぴ
方
自
体
は
、
《
新
戯

そ
の
代
表
格
は
、
〈
石
川
淳
、
太
宰
治
、
坂
口
安
吾
氏
ら
の
作
品
を
中
心
に
、

デ
カ
ダ
ン
ス
の
文
学
を
論
じ
よ
と
い
ふ
課
題
》
を
う
け
て
書
か
れ
た
山
室
静
「
デ

作
派
》
以
外
に
も
何
通
り
か
示
さ
れ
て
は
き
た
。

IV 

で
練
り
上
げ
ら
れ
た
の
だ
。

批
判
す
る
。

た
だ
し
、
問
題
な
の
は
織
田
・
太
宰
の
死
に
志
賀
が
関
わ
っ
た
か
否
か
で
は

な
く
、
志
賀
を
否
定
的
媒
介
と
す
る
一
連
の
言
表
を
通
し
て
、
織
田
作
之
助
・

坂
口
安
吾
・
太
宰
治
・
石
川
淳
の
連
携
が
強
化
さ
れ
、
再
認
識
さ
れ
て
い
っ
た

と
い
う
す
ぐ
れ
て
メ
デ
ィ
ア
論
的
な
事
態
の
進
行
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
も
な

お
〈
無
頼
派
〉
と
い
う
字
句
の
恨
習
化
さ
れ
た
用
例
は
み
ら
れ
な
い
が
、

四
六
年
の
精
力
的
な
創
作
活
動
を
端
緒
と
し
て
形
成
さ
れ
た
四
作
家
を
結
ぴ
つ

け
る
語
り
方
は
、
そ
の
後
、
様
々
な
組
み
合
わ
せ
を
通
し
て
徐
々
に
輪
郭
を
整

一
九
四
八
年
、
太
宰
治
の
死
を
め
ぐ
る
メ
デ
ィ
ア
言
表
に
よ
っ
て
再
編
成

さ
れ
、
四
作
家
を
結
び
つ
け
る
力
学
は
、
後
年
い
よ
い
よ
力
を
増
す
強
度
に
ま

と
な
れ
ば
残
る
課
題
は
、
そ
こ
に
い
か
に
し
て
〈
無
頼
派
〉
と
い
う
字
句
が

接
続
さ
れ
た
か
、

で
あ
る
。

、え

九

カ
ダ
ン
ス
の
文
学
」
（
「
群
像
」

ス
》
で
あ
る
。
宮
本
百
合
子
は
「
一
九
四
六
年
の
文
壇
1

新
日
本
文
学
会
に

一
九
四
七
・
七
）
で
《
昨
今
の
特
長

と
し
て
目
立
つ
傾
向
は
デ
カ
ダ
ニ
ズ
ム
、
又
は
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
》
だ
と
述
べ
、

織
田
作
之
助
、
舟
橋
聖
一
、
北
原
武
夫
、
坂
口
安
吾
を
あ
げ
て
い
た
し
、
瀬
沼

茂
樹
も
「
現
代
文
学
の
諸
問
題
」
（
「
文
学
」

一
九
四
七
・
―
二
）
で
《
戦
後
文

学
の
ひ
と
つ
の
著
し
い
性
格
が
頻
廃
文
学
1

デ
カ
ダ
ン
ス
の
文
学
に
あ
る
こ

と
は
、

い
う
ま
で
も
な
い
》
と
し
て
、
坂
口
安
吾
、
織
田
作
之
助
、
舟
橋
聖
一
、

者
と
す
る
所
謂
廃
頻
文
学
》
が
論
じ
ら
れ
る
中
、
織
田
作
之
助
も
同
列
に
扱
わ

一
九
四
七
・
八
）

で
石
川
淳
、
太
宰
治
、
坂
日
安
吾
を
《
道
化
の
文
学
》
．
《
虚
構
の
文
学
》
と
称

一
九
四
七
・
九
）

で
、
坂
口
安
吾
、
石
川
淳
、
太
宰
治
を
《
巽
端
の
文
学
》
と
呼
ん
で
い
る
。
も

ち
ろ
ん
、
《
新
戯
作
派
》
と
い
う
呼
ぴ
方
も
、
例
え
ば
瀬
沼
茂
樹
「
文
芸
時
評

一
九
四
八
・
―
二
）

な
ど
に
み
ら
れ
、
そ
こ
で
は
終
戦
第
二
年
の
特
徴
と
し
て
《
第
二
年
に
は
昭
和

十
年
代
に
活
動
し
た
太
宰
治
、
石
川
淳
、
坂
口
安
吾
、
伊
藤
整
な
ど
の
観
念
的

な
い
わ
ゆ
る
新
戯
作
派
と
い
わ
れ
る
作
家
た
ち
の
旺
盛
な
活
動
》
が
特
筆
さ
れ

年
の
文
学
界
I

そ
の
回
顧
と
決
算
ー
」
（
「
新
小
説
」

し
、
和
井
禎
は
「
文
壇
録
音

異
端
の
文
学
」
（
「
東
北
文
学
」

今

れ
る
。
他
に
は
、
平
林
た
い
子
が
「
道
化
の
文
学
」
（
「
花
」

は
生
き
て
ゐ
る
」
（
「
文
芸
」

一
九
四
八
・
九
）
で
は
《
太
宰
を
有
力
な
一
代
表

田
村
泰
次
郎
の
名
を
あ
げ
て
い
た
。
土
井
虎
賀
弗
「
文
学
者
の
自
殺
太
宰
治

お
け
る
一
般
報
告
ー
」
（
「
日
本
評
論
」

一
九
四
七
・
六
）
が
示
す
よ
う
に
、
《
デ
カ
ダ
ン
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太
宰
治
論
」
（
「
文
学
界
」

リ
ベ
ル
タ
ン

述
べ
て
《
無
頼
派
》
を
世
に
送
り
出
す
。

卜

を
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
民
主
派
、
共
産
派
に
対
し
て
。

リ
ベ
ル
ク
ン

民
衆
の
継
子
た
る
「
貴
族
」
の
運
命
は
、
畢
党
、
孤
独
な
無
頼
派
た
る

ン
ス
語
だ
）
°
|
—
と
れ
が
敗
戦
後
の
、
彼
の
最
初
の
宣
言
で
あ
っ
た
こ
と

）
と
に
極
ま
る
。
無
頼
派
（
太
宰
の
知
っ
て
ゐ
る
お
そ
ら
く
唯
一
の
フ
ラ

太
宰
治
・
石
川
淳
を
括
る
戦
後
メ
デ
ィ
ア
の
力
学
と
逍
逗
す
る
こ
と
で
、
四
作

家
を
〈
無
頼
派
〉
と
称
し
て
い
く
、
そ
の
端
緒
が
形
作
ら
れ
た
と
、
ひ
と
ま
ず

う
字
句
が

一
九
四
八
年
の
再
編
・
強
化
を
経
た
、
織
田
作
之
助
・
坂
口
安
吾

一
九
四
八
・
六
）
に
お
い
て
も
、
次
の
よ
う
に

郎
は
「
太
宰
治
の
思
ひ
出
」
（
「
新
潮
」

九
四
八
・
六
）
で
、
太
宰
治
を
論

そ
れ
は
ま
ず
、
〈
無
頼
派
〉
形
成
史
に
お
い
て

う
言
葉
と
そ
の
ゆ
く
え
に
目
を
凝
ら
し
て
み
よ
う
。

九
四
六
年
に
次
ぐ
第
二
の

宰
治
・
石
川
淳
を
括
る
力
学
自
体
は
確
認
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
を
〈
無
頼
派
〉

と
名
指
し
た
言
表
は
み
ら
れ
ず
、
か
と
い
っ
て
《
新
戯
作
派
》
と
い
う
呼
び
方

が
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
獲
得
し
た
わ
け
で
も
な
く
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
作
家
に
つ
い

て
も
ば
ら
つ
き
が
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
戦
後
メ
デ
ィ
ア
の
状
況
を
確
認
し
た

上
で
、
よ
う
や
く
太
宰
治
本
人
以
外
の
口
か
ら
語
ら
れ
出
す
〈
無
頼
派
〉
と
い

メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
あ
る
一
九
四
八
年
、
引
用
と
い
う
体
裁
で
始
ま
る
。
亀
井
勝

じ
て
《
戦
後
の
一
切
を
否
定
し
た
。
民
主
派
や
共
産
派
や
あ
ら
ゆ
る
思
想
流
派

リ
ベ
ル
タ
ン

に
対
し
て
、
彼
は
無
頼
派
を
宣
言
し
た
》
と
語
り
、
同
月
発
表
の
「
作
家
論
ノ
ー

し
か
し

て
も
い
る
。

一
九
四
八
年
に
至
っ
て
も
な
お
、
織
田
作
之
助
・
坂
口
安
吾
•
太

踵
を
接
し
て
、
青
山
光
二
は
、
「
白
い
手
」
（
「
文
芸
時
代
」

リ
ベ
ル
タ
ン

で
太
宰
治
を
〈
「
無
頼
派
」
》
と
称
し
、
同
文
で
織
田
の
死
に
ふ
れ
て
安
吾
に
も

言
及
し
て
い
る
。
次
い
で
青
山
は
、
「
太
宰
と
織
田
（
織
田
作
之
助
選
集
附
録
第

五
号
）
」
（
『
織
田
作
之
助
選
集
第
三
巻
』

一
九
四
八

・
1
0
、
中
央
公
論
社
）
に

リ
ペ
ル
タ
ン

お
い
て
、
太
宰
治
と
織
田
作
之
助
と
を
《
無
頼
派
》
と
い
う
一
句
に
よ
っ
て
接

続
し
よ
う
と
試
み
る
。

（
「
桜
桃
」
の
一
節
を
引
い
て
／
引
用
者
注
）
太
宰
さ
ん
の
か
う
し
た
ダ
ン

デ
ィ
ス
ム
、
含
羞
の
精
神
、
は
そ
の
ま
ま
織
田
の
場
合
に
も
あ
て
は
ま
り
、

両
者
に
共
通
な
憂
愁
の
感
党
も
ま
た
其
処
か
ら
出
て
き
て
ゐ
る
様
だ
。
「
正

義
を
、
徴
笑
を
も
つ
て
、
真
理
を
、
冗
談
を
も
つ
て
言
ふ
か
ら
、
ふ
ざ
け

て
ゐ
る
や
う
に
誤
解
さ
れ
る
」
（
亀
井
勝
一
郎
氏
『
太
宰
治
論
』
）
そ
ん
な

リ
ベ
ル
タ
ン

太
宰
さ
ん
の
宣
言
し
た
「
無
頼
派
」
は
当
然
、
自
称
「
日
本
軽
桃
派
」
の

織
田
を
も
包
含
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
れ
ば
、
亀
井
勝
一
郎
、
青
山
光
二
と
い
っ
た
当
事
者
た

リ
ペ
ル
タ
ン

ち
に
ご
く
近
い
人
々
が
太
宰
、
そ
し
て
織
田
に
差
し
向
け
た
《
無
頼
派
》
と
い

一
九
四
八
・
八
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種
の
批
評
精
神
が
共
通
に
見
受
け
ら
れ
る
。

題
す
る
戦
後
文
学
の
見
取
り
図
を
示
し
た
荒
正
人
は
、
次
の
よ
う
に
、
後
に
〈
無

戦
後
文
学
と
伝
統
的
文
学
を
、
前
者
に
か
な
り
ち
か
い
地
点
で
つ
な
ぎ

英
光
、
坂
口
安
吾
、
石
川
淳
、
高
見
順
、
北
原
武
夫
、
阿
部
知
二
、
伊
藤

整
な
ど
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
、
「
新
戯
作
派
」
と
一
部
か
ら
よ
ば
れ
た
こ
と

も
あ
っ
た
。
屈
折
し
た

と
め
て
ゐ
る
一
群
の
作
家
が
存
す
る

i
k田
作
之
助
、
太
宰
治
、
田
中

頼
派
〉
と
呼
ば
れ
る
作
家
群
を
配
置
す
る
。

特
集
「
戦
後
の
文
学
」
に
「
戦
後
の
文
学
」
（
「
文
学
」

一
九
五
ニ
・
六
）
と

利
》
を
論
じ
る
福
田
恒
存
「
戦
後
文
学
の
擁
護
」
（
「
文
学
界
」

た
だ
し
、
〈
無
頼
派
〉
と
い
う
文
学
史
用
語
／
概
念
の
流
通
・
定
着
に
は
、
ま

(22) 

だ
時
間
が
か
か
る
。
本
稿
で
フ
レ
ー
ム
ア
ッ
プ
し
た
四
作
家
を
過
不
足
な
く
並

べ
た
、
伊
藤
整
「
文
壇
的
鳥
敵
図
」
（
「
展
望
」

四
六
年
七
年
頃
に
目
立
っ
た
の
は
、
「
戯
作
派
」
と
呼
ば
れ
た
太
宰
治
、
石
川

淳
、
坂
口
安
吾
、
織
田
作
之
助
等
の
仕
事
で
あ
る
》
と
語
ら
れ
、
ま
た
《
昨
今
、

一
九
五

0
．二）

で
も
、
そ
う
呼
ん
で
も
よ
か
っ
た
四
作
家
が
〈
無
頼
派
〉
と
呼
ば
れ
る
こ
と
は
、

(23) 

ま
だ
な
い
。

辺
の
幸
福
」
否
定
派
に
対
立
す
る
幸
福
護
持
派
の
主
張
と
そ
の
近
似
値
的
な
勝

顕
著
な
ひ
と
つ
の
風
潮
》
と
し
て
《
織
田
、
坂
口
、
太
宰
、
石
川
な
ど
の
「
炉

一
九
五
0
•
八
）
で
は
、
《
特
に

は
い
え
る
だ
ろ
う
。

敗
戦
直
後
の
虚
脱
的
状
態
を
反
映
し
て
登
場
し
た
作
家
た
ち
に
、
新
戯

戯
作
派
》
と
い
う
字
句
で
四
作
家
を
語
る
。

吉
は
「
戦
後
の
文
学
運
動
の
消
長
~
風
怒
濤
時
代
の
終
焉
—

|
1

」
で
、
《
新

こ
こ
で
も
四
作
家
の
呼
ぴ
名
は
《
「
新
戯
作
派
」
》
で
あ
り
、
占
領
期
が
終
わ
っ

て
も
な
お
、
〈
無
頼
派
〉
の
定
着
は
確
認
で
き
な
い
。
従
っ
て
、
次
の
転
機
に
し

戦
後
文
学
の
出
発
か
ら
十
年
を
経
た
、

て
、
〈
無
頼
派
〉
形
成
史
に
お
け
る
第
三
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
は
、
戦
後
・

(24) 

一
九
五
五
年
に
注
目
し
た
い
。

一
九
五
五
・
八
）
を
み

移
し
た
か
ー
」
で
坂
口
安
吾
、
織
田
作
之
助
、
太
宰
治
に
言
及
し
、
磯
村
外

記
が
「
既
成
作
家
の
活
躍
1

注
目
さ
れ
た
人
と
作
品
—
_
1
で
石
川
淳
、
織

田
作
之
助
に
言
及
す
る
が
、
〈
無
頼
派
〉
と
い
う
字
句
は
み
ら
れ
な
い
。
山
本
健

作
派
と
言
わ
れ
た
一
群
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
―
つ
の
集
団
を
な
し
た
と
は

言
え
な
い
が
、
織
田
作
之
助
・
太
宰
治
・
坂
口
安
吾
・
石
川
淳
・
高
見
順

等
に
、
便
宜
的
に
名
づ
け
ら
れ
た
名
称
で
あ
り
、
青
野
季
吉
が
「
解
体
派

の
文
学
」
と
呼
ん
だ
の
は
、
こ
の
う
ち
織
田
・
太
宰
・
坂
口
等
に
つ
い
て

で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
、
四
作
家
を
括
る
力
学
は
明
白
に
な
り
な
が
ら
も
〈
無
頼
派
〉
と

て
み
る
と
、
中
島
健
蔵
が
「
戦
後
社
会
と
文
学

例
え
ば
、
「
特
集
11
戦
後
文
学
の
十
年
」
（
「
文
学
界
」
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共
感
と
を
与
え
た
か
。

の
「
嗚
海
仙
吉
」
織
田
の
「
世
相
」
等
が
い
か
に
ぼ
く
た
ち
に
親
近
感
と

妻
」
、
石
川
の
「
黄
金
伝
説
」
「
焼
跡
の
イ
エ
ス
」
坂
口
の
「
白
痴
」
伊
藤

実
に
立
ち
向
っ
た
太
宰
の
「
冬
の
花
火
」
「
春
の
枯
葉
」
「
ヴ
ィ
ヨ
ン
の

（
『
日
本
読
書
新
間
』

九
五
五
・
―
-
.
-

一
）
こ
そ
が
、

九
四
八
年
に
続
く
、
〈
無
頼
派
〉
形
成
史
の
第
三
背
乖
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
、

太
宰
治
、
坂
口
安
吾
、
織
田
作
之
助
、
田
中
英
光
、
そ
し
て
あ
の
頃
の

リ
ベ
ル
タ
ン

石
川
淳
あ
る
い
は
伊
藤
整
ま
で
含
め
て
、
「
戯
作
派
」
又
は
「
無
頼
派
」
作

家
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
〔
略
〕
戦
争
中
の
体
験
を
捨
象
し
な
い
で
戦
後
の
現

も
ち
ろ
ん
、
四
作
家
に
関
す
る
言
表
ば
か
り
で
な
く
、
リ
ー
ド
に
も
示
唆
さ

本
稿
の
暫
定
的
な
結
論
で
あ
る
。
奥
野
は
次
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

一
九
四
六
年
、

え
た
の
は
、
管
見
の
限
り
奥
野
健
男
に
思
わ
れ
る
。

い
う
字
句
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
状
況
を
、
現
在
と
地
続
き
の
も
の
に
変

記
事
の
リ
ー
ド
に
〈
今
度
刊
行
さ
れ
た
太
宰
治
全
集
は
、
豪
華
本
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
予
想
以
上
の
売
行
き
を
示
し
て
い
る
ら
し
い
。
〔
略
〕
相
呼
応
す

る
よ
う
に
、
坂
口
安
吾
、
織
田
作
之
助
な
ど
の
小
説
や
エ
ッ
セ
イ
が
再
び
読
ま

れ
は
じ
め
た
。
「
無
頼
派
」
の
復
活
だ
と
の
声
も
間
＜
》
と
書
か
れ
た
奥
野
健
男

リ
ペ
ル
タ
ン

「
「
無
頼
派
」
作
家
の
再
評
価

太
宰
・
坂
ロ
・
織
田
・
田
中
ら
を
め
ぐ
っ
て
」

が は
流
通
し
て
お
ら
ず
、
た
だ
、
四
作
家
を
括
っ
て
い
く
戦
後
メ
デ
ィ
ア
の
力
学

れ
た
文
学
全
集
等
を
中
心
と
し
た
出
版
状
況
や
写
真
の
効
果
も
考
胞
す
る
必
要

(25) 

が
あ
る
が
、
こ
の
後
す
ぐ
に
、
臼
井
吉
見
が
「
無
頼
派
の
消
滅
」
（
「
世
界
」

九
五
五
・
一

一
）
を
発
表
し
て
、
《
戦
後
十
年
に
し
て
、
こ
れ
ら
無
頼
派
の
作
家

消
え
去
っ
た
の
は
、
そ
の
意
味
で
、
彼
ら
に
課
せ
ら
れ
た
役
割
が
一
応
終
了
し

た
も
の
と
見
る
べ
き
か
も
し
れ
ぬ
》
と
述
べ
、
翌
年
に
も
荒
正
人
「
無
頼
派
の

文
学
」
（
「
知
性
」

と
し
て
、
〈
無
頼
派
〉
と
い
う
文
学
史
用
語
／
概
念
は
市
民
権
を
獲
得
し
な
が

ら
、
流
通
・
定
着
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
逆
に
い
え
ば
、
〈
敗
戦

直
後
》
に
は
〈
無
頼
派
〉
と
い
う
文
学
史
用
語
／
概
念
は
恨
用
的
な
か
た
ち
で

一
九
四
六
年
発
表
の
作
品
群
と
一
九
四
八
年
の
太
宰
の
死
を
契
機
に
形
成

さ
れ
、
水
面
下
で
後
の
〈
無
頼
派
〉
が
準
備
さ
れ
て
い
た
に
留
ま
る
の
だ
。
だ

か
ら
、
〈
そ
う
し
た
機
運
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
活
気
／
引
用
者
注
）
に
乗
っ
て

い
ち
は
や
く
登
場
し
た
の
が
新
戯
作
派
あ
る
い
は
無
頼
派
と
呼
ば
れ
る
人
々
で

(26) 

し
た
》
と
い
っ
た
語
り
方
は
、
事
後
的
に
手
に
入
れ
た
文
学
史
用
語
／
概
念
の

過
去
遡
及
的
な
誤
用
に
他
な
ら
ず
、
そ
の
時
、
〈
無
頼
派
〉
を
含
め
、
戦
後
文
学

の
歴
史
的
な
様
相
を
も
見
誤
る
危
険
性
は
高
い
。
〈
無
頼
派
〉
と
い
う
文
学
史
用

語
／
概
念
の
起
源
が
、
今
た
い
へ
ん
み
え
に
く
い
よ
う
に
。

一
九
五
六
•
四
）
が
発
表
さ
れ
て
い
く
の
を
み
や
す
い
指
標

（
太
宰
治
、
織
田
作
之
助
、
田
中
英
光
、
坂
口
安
吾
／
引
用
者
注
）
が
次
々
と
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注
①
奥
野
健
男
「
無
頼
派
」
（
「
日
本
近
代
文
学
大
事
典
第
四
巻
』
一
九
七
七
・

―
-
、
講
談
社
）
。
な
お
、
無
頼
派
に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
、
①
「
無
頼
」
の

字
義
的
（
起
源
遡
行
的
）
な
検
討
、
②
作
家
の
生
活
（
態
度
）
や
通
底
す
る
戦

中
体
験
と
戦
後
認
識
、
③
作
品
（
内
容
）
に
お
け
る
傾
向
の
共
通
性
に
よ
る
意

味
づ
け
、
が
議
論
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
し
、
野
原
一
夫
・
鈴
木
貞
美
•
島
田
雅

彦
「
個
11
孤
の
ほ
か
に
頼
る
も
の
も
な
く
」
（
「
早
稲
田
文
学
」
一
九
九
ニ
・
五
）

や
荻
野
ア
ン
ナ
・
東
郷
克
美
・
久
保
田
芳
太
郎
「
無
頼
派
の
文
学
に
つ
い
て
」

（
「
解
釈
と
鑑
質
」
一
九
九
四
・
九
）
と
い
っ
た
座
談
会
で
も
、
〈
無
頼
派
〉
と

い
う
言
葉
の
起
源
・
由
来
に
つ
い
て
、
そ
の
不
明
が
嘆
か
れ
る
ば
か
り
で
、
具

体
的
な
検
証
は
一
向
に
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

②
浅
子
逸
男
「
〔
査
料
紹
介
〕
「
新
戯
作
派
」
の
命
名
者
」
（
「
都
大
論
究
」
一
九

七
九
•
四
）
・
「
想
像
力
の
運
動
」
（
『
講
座
昭
和
文
学
史
第
三
巻
抑
圧
と
解

放
』
一
九
八
八
・
六
、
有
精
堂
）
。
な
お
、
こ
の
林
房
雄
の
一
文
は
、
〈
最
近
林

房
雄
に
よ
っ
て
、
織
田
作
之
助
、
坂
口
安
吾
、
太
宰
治
、
石
川
淳
ら
は
新
戯
作

派
と
呼
ば
れ
て
い
る
そ
う
だ
〉
と
い
う
平
野
謙
「
人
性
の
俳
優
」
（
「
読
売
新
聞
」

一
九
四
七
・
六
・
三

0
)
に
よ
っ
て
、
反
復
・
拡
声
さ
れ
て
い
く
。

③
中
野
好
夫
「
昭
和
二
十
二
年
文
学
の
問
題
ー
ー
＇
主
と
し
て
傾
向
と
意
義
に
つ

い
て
—

|
J
(
「
人
間
」
一
九
四
七
・
―
二
）

④
磯
貝
英
夫
「
無
頼
へ
の
意
識
1

昭
和
十
年
代
の
反
逆
児
|
|
J
(
「
国
文
学
」

一
九
七

O
・
I
)

固
青
山
光
二
「
純
血
無
頼
派
の
生
き
た
時
代
ー
絨
田
作
之
助
・
太
宰
治
を
中

心
に
』
（
二

0
0
1
・
九
、
双
葉
社
）

⑥
「
無
頼
派
」
と
い
う
字
句
の
刻
ま
れ
た
太
宰
治
テ
ク
ス
ト
は
、
単
行
本
に
よ
っ

て
も
流
通
し
て
い
く
。
「
パ
ン
ド
ラ
の
匝
」
は
、
初
刊
「
パ
ン
ド
ラ
の
匝
』
（
一

九
四
六
・
五
、
河
北
新
報
社
）
に
続
き
、
巽
版
と
し
て
『
パ
ン
ド
ラ
の
匝
』
（
一

九
四
七
・
六
、
双
英
書
房
）
、
『
パ
ン
ド
ラ
の
匝
（
芸
林
新
書
2
)
』
（
一
九
四
八
・

1
0
、
育
生
社
）
が
刊
行
さ
れ
、
「
十
五
年
間
」
は
『
狂
言
の
神
（
三
島
文
庫
14)
』

（
一
九
四
七
・
八
、
三
島
書
房
）
に
収
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
返
事
」
も
エ
ッ
セ

イ
と
し
て
『
ろ
ま
ん
燈
籠
』
(
-
九
四
七
・
六
、
用
力
社
）
、
『
太
宰
治
随
想
集
』

（
一
九
四
八
・
三
、
若
草
書
房
）
に
収
録
さ
れ
る
。

m

荻
久
保
泰
幸
「
無
頼
派
の
文
学
~
昭
和
一
、
一
年

買
」
一
九
九
四
・
九
）
。
な
お
、
同
論
に
は
本
論
の
構
想
段
階
か
ら
示
唆
を
受
け

た
。
（
中
略
部
は
単
純
な
誤
記
と
判
断
。
）

⑧
周
知
の
太
宰
治
「
東
京
八
娯
」
（
「
文
学
界
」
一
九
四
一
・
一
）
に
お
け
る
言

及
の
他
、
「
織
田
君
の
死
」
（
「
東
京
新
聞
」
一
九
四
七
・
一
・
一
三
）
に
も
明
示

さ
れ
た
よ
う
に
、
辰
野
隆
に
よ
る
翻
訳
・
紹
介
は
太
宰
に
と
っ
て
不
可
欠
の
”
文

学
的
簑
分
“
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
長
谷
川
吉
弘
「
太
宰
治
の
伝
記
に
お
け

る
盲
点
戸
、
京
帝
大
仏
文
科
入
学
と
辰
野
隆
ー
」
（
「
解
釈
」
一
九
七
ニ
・

九
）
、
辰
野
隆
「
夏
日
つ
れ
づ
れ
」
（
『
曳
尾
庵
随
箪
』
一
九
四
九
・
一
、
要
書
房
）

他
参
照
。

⑨
否
定
的
な
文
脈
な
が
ら
、
平
野
謙
「
文
芸
時
評
翫
賞
家
の
批
評
」
（
「
文
芸
」

一
九
四
八
・
三
）
に
は
、
〈
石
川
淳
、
坂
口
安
吾
、
太
宰
治
ら
の
作
風
が
す
べ
て

ママ

戦
争
中
に
身
を
つ
け
た
思
考
の
ス
タ
イ
ル
の
継
続
に
と
ど
ま
つ
て
ゐ
る
こ
と
、

ま
た
論
を
侯
た
ぬ
〉
（
太
字
原
文
）
と
い
っ
た
指
摘
が
み
ら
れ
る
。

⑩
《
作
品
ひ
と
つ
が
問
題
と
な
る
や
う
な
、
そ
ん
な
空
気
が
う
す
れ
て
ゐ
る
〉
こ

と
を
問
題
化
す
る
平
田
次
三
郎
「
無
風
状
態
に
つ
い
て
文
芸
時
評
」
（
「
進
路
」

一
九
四
七
・
―
一
）
で
は
、
宮
本
百
合
子
や
椎
名
麟
三
の
作
品
に
言
及
し
な
が

ら
、
〈
過
ぐ
る
年
の
坂
口
安
吾
や
太
宰
治
、
石
川
淳
や
織
田
作
之
助
と
い
っ
た
作

家
た
ち
が
ま
き
お
こ
し
た
文
学
的
問
題
に
比
し
て
は
る
か
遠
く
及
ば
ぬ
》
と
四

作
家
の
か
つ
て
の
活
躍
ぶ
り
が
回
顧
さ
れ
て
い
る
。

仰
正
宗
白
鳥
は
「
文
芸
時
評
（
一
）
」
（
「
潮
流
」
一
九
四
七
・
一
）
で
、
〈
こ
の

頃
私
の
読
ん
だ
雑
誌
小
説
の
一
っ
は
、
石
川
淳
氏
の
「
焼
跡
の
イ
エ
ス
」
（
新
潮

十
月
号
所
載
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
手
当
り
次
第
に
読
ん
だ
作
品
の
―
つ
で
は
な

く
つ
て
、
石
川
氏
は
、
坂
口
安
吾
氏
と
並
ん
で
、
こ
の
頃
の
注
目
す
べ
き
作
家

で
あ
る
と
間
か
さ
れ
て
ゐ
た
た
め
に
、
特
に
撰
ん
で
読
ん
だ
》
と
述
べ
て
い

る。

⑫
個
別
評
で
は
あ
る
が
、
無
署
名
「
小
説
月
評
」
（
「
人
間
」
一
九
四
六
•
五
）

で
は
、
石
川
淳
「
筑
金
伝
説
」
・
太
宰
治
「
嘘
」
・
織
田
作
之
助
「
六
白
金
星
」

が
一
斉
に
論
評
さ
れ
て
い
る
。

⑬
た
だ
し
、
平
野
は
引
用
に
続
い
て
、
〈
し
か
し
、
石
川
淳
と
織
田
作
之
助
と
を
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ひ
と
し
な
み
に
あ
げ
つ
ら
う
こ
と
は
、
単
に
完
成
、
未
完
成
と
い
う
点
を
措
い

て
も
、
無
理
な
話
》
・
〈
私
見
に
よ
れ
ば
す
で
に
石
川
淳
と
坂
口
安
吾
を
一
括
す

る
こ
と
す
ら
出
来
に
く
い
〉
と
述
べ
て
い
る
。

⑭
大
谷
晃
一
は
『
生
き
愛
し
苦
い
た
—
紬
旧
広
作
之
助
伝
ー
＇
』
（
一
九
七
三
・
一

〇
、
講
談
社
）
で
、
〈
後
年
に
多
く
の
人
ぴ
と
が
抱
い
た
作
之
助
の
イ
メ
ー
ジ

は
、
多
分
に
こ
の
二
十
一
年
春
に
大
き
く
変
貌
し
、
あ
と
わ
ず
か
九
か
月
あ
ま

り
の
間
の
像
な
の
で
あ
る
。
人
は
、
軽
桃
浮
薄
、
無
頼
派
、
デ
カ
ダ
ン
ス
と
指

さ
し
た
》
と
論
じ
て
お
り
、
典
な
る
角
度
か
ら
、
本
稿
と
パ
ラ
レ
ル
な
見
解
を

示
し
て
い
る
。

⑮
大
内
力
「
小
説
家
の
人
間
類
型
」
（
「
評
論
」
一
九
四
八
・
一

0
)
。
な
お
、
言

及
さ
れ
た
記
事
は
、
坂
口
三
千
代
「
安
吾
先
生
の
一
日
」
（
「
座
談
」
一
九
四
八
・

七
）
、
「
織
田
作
未
亡
人
と
語
る
」
（
「
大
阪
」
第
四
号
、
現
物
未
確
認
）
、
豊
島
与

志
雄
談
「
＂
悩
ん
で
い
た
“
」
(
「
朝
日
新
聞
」
一
九
四
八
・
六
・
一
六
）
、
「
太
宰

氏
の
死
体
発
見
死
し
て
な
お
離
さ
ぬ
富
栄
さ
ん
の
手
」
（
「
読
売
新
聞
」
六
．

二
0
)0
 

⑯
い
わ
ゆ
る
第
一
次
戦
後
派
の
先
行
者
と
し
て
〈
無
頼
派
〉
を
位
置
づ
け
る
見

方
は
、
小
田
切
秀
雄
・
野
間
宏
・
久
保
田
正
文
・
瀧
崎
安
之
助
・
菊
池
章
一
・

平
田
次
三
郎
「
歌
声
は
何
処
か
ら
お
こ
る
か
1

民
主
主
義
文
学
の
進
路

|
」
（
『
思
潮
j
一
九
四
八
•
四
）
に
も
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
菊
池
が
〈
イ

ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
ア
な
ん
か
の
場
合
に
、
意
識
的
に
は
一
応
コ
ム
ミ
ュ
ニ
ス
テ

ィ
ッ
ク
な
立
場
に
立
つ
て
い
て
、
そ
の
上
で
や
は
り
坂
口
と
か
織
田
と
か
、
太

宰
と
か
、
あ
あ
い
う
も
の
を
つ
ま
り
興
味
を
持
つ
て
、
お
も
し
ろ
く
読
ん
で
る

わ
け
な
ん
だ
。
》
と
述
べ
て
い
る
。

⑬
他
に
三
作
家
の
連
携
と
し
て
、
宮
本
伸
子
の
近
業
を
論
じ
る
無
署
名
「
文
芸

時
評
」
（
「
世
界
評
論
」
一
九
四
七
・
七
）
で
は
、
〈
十
九
世
紀
的
苦
悩
を
ど
う
処

理
し
て
き
た
か
》
が
宮
本
の
〈
盲
点
》
だ
と
さ
れ
た
上
で
、
〈
こ
こ
に
小
林
秀
雄

が
棲
み
、
坂
口
安
吾
、
石
川
淳
、
太
宰
治
の
地
盤
が
あ
る
》
と
さ
れ
る
。

⑬
同
じ
く
、
渡
辺
政
之
助
「
思
想
の
な
い
文
学
織
田
・
坂
口
•
太
宰
文
学
の

宿
命
」
（
「
学
園
新
聞
」
一
九
四
七
•
五
・
一
）
で
は
、
〈
一
部
に
は
戦
後
の
新
傾

向
を
代
表
す
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
三
人
の
作
家
〉
と
し
て
、
太
宰
治
・
坂

日
安
吾
・
織
田
作
之
助
が
俎
上
に
あ
げ
ら
れ
、
〈
共
通
す
る
信
条
は
在
来
の
日
本

文
学
の
伝
統
、
す
な
わ
ち
私
小
説
の
伝
統
に
た
い
す
る
反
逆
的
意
慾
〉
だ
と
指

摘
さ
れ
る
。

⑬
そ
れ
で
も
、
中
島
健
蔵
「
織
田
作
之
助
と
坂
口
安
吾
|
|
虫
砿
~
ー
」
（
「
新

潮
」
一
九
四
七
・
ニ
）
や
杉
浦
明
平
「
デ
カ
ダ
ン
ス
文
学
と
「
家
」
の
問
題

j
械

田
、
坂
口
お
よ
ぴ
太
宰
を
通
じ
て
ー
—
'
」
（
「
文
学
」
一
九
四
八
•
五
）
で
、
坂

口
安
吾
や
太
宰
治
と
結
ぴ
つ
け
ら
れ
な
が
ら
語
ら
れ
て
は
い
た
。

閥
例
え
ば
、
「
太
宰
治
氏
心
中
か
」
（
「
毎
日
新
聞
」
一
九
四
八
・
六
・
一
六
）
で

は
、
〈
「
斜
賜
」
で
亡
び
ゆ
く
階
級
を
描
い
て
、
織
田
、
坂
口
、
石
川
（
淳
）
氏

ら
と
共
に
売
り
出
し
た
逸
材
〉
と
、
四
作
家
を
併
岡
し
た
紹
介
が
な
さ
れ
て
い

る
。
な
お
、
太
宰
治
の
死
を
め
ぐ
る
メ
デ
ィ
ア
報
道
に
関
し
て
は
、
川
崎
賢
子

「
太
宰
治
の
情
死
報
道
1

プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
査
料
と
そ
の
周
辺
か
ら
」
（
『
叢
甚

現
代
の
メ
デ
ィ
ア
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
第

5
巻
新
聞
・
雑
誌
・
出
版
』
二
〇

0
五
．
―
一
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
参
照
。

仰
徳
永
直
「
志
賀
直
哉
に
望
む
も
の
」
（
「
文
学
会
議
」
一
九
四
九
•
四
）

⑬
キ
ク
チ
・
シ
ョ
ー
イ
チ
「
見
立
て
戯
作
考
」
（
「
文
学
」
一
九
四
八
・
三
）
に

至
っ
て
も
な
お
、
織
田
作
之
助
・
太
宰
治
・
伊
藤
整
・
石
川
淳
・
坂
口
安
吾
ら

は
、
〈
戯
作
派
〉
と
称
さ
れ
て
い
る
。

⑬
秋
山
虔
「
「
ア
ル
チ
ザ
ン
」
に
つ
い
て
」
（
「
解
釈
と
鑑
質
」
一
九
四
九
・
七
）

に
至
っ
て
は
、
〈
終
戦
後
の
顕
著
な
現
象
〉
と
し
て
、
《
す
で
に
故
人
で
あ
る
織

田
作
之
助
、
太
宰
治
を
は
じ
め
、
坂
口
安
吾
、
石
川
淳
》
に
加
え
、
〈
雑
誌
「
近

代
文
学
」
や
「
綜
合
文
化
」
あ
る
ひ
は
「
方
舟
」
「
未
来
」
「
次
元
」
等
に
拠
る
》

作
家
の
活
動
が
併
箭
し
て
語
ら
れ
て
お
り
、
戦
後
文
学
の
未
整
序
ぶ
り
が
確
認

で
き
る
。

闘
前
後
し
て
、
戦
後
文
学
を
総
括
す
る
動
き
が
目
立
つ
。
例
え
ば
、
中
島
健
蔵
・

伊
藤
整
・
中
村
光
夫
•
平
野
謙
・
堀
田
普
衛
「
《
座
談
会
》
戦
後
の
文
学
は
ど
う

歩
ん
だ
か
（
二
）
」
（
「
世
界
」
一
九
五
四
・
五
）
で
は
、
編
集
部
（
司
会
）
が
〈
戦

後
文
学
の
歩
み
》
を
ま
と
め
る
際
に
、
〈
敗
戦
直
後
の
老
大
家
の
再
登
場
の
あ
と

ヘ
織
田
作
之
助
、
石
川
淳
、
坂
口
安
吾
な
ど
が
で
、
太
宰
さ
ん
も
大
い
に
活
躍

す
る
わ
け
で
す
が
、
〉
と
の
一
節
が
み
ら
れ
る
が
、
や
は
り
〈
無
頼
派
〉
と
い
う
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字
句
の
使
用
は
み
ら
れ
な
い
。

闘
こ
の
観
点
か
ら
は
、
坂
口
安
吾
・
太
宰
治
・
織
田
作
之
助
•
石
川
淳
を
一
冊

に
収
め
た
『
現
代
日
本
小
説
大
系
別
冊
第
一
巻
」
(
-
九
五

O・
五
、
河
出
書

房
）
が
重
要
だ
ろ
う
。
荒
正
人
は
「
解
説
」
で
、
四
作
家
の
《
共
通
の
項
》
と

し
て
〈
一
種
の
戯
作
精
神
〉
を
指
摘
す
る
が
、
〈
「
新
戯
作
派
」
と
い
ふ
名
称
は

浮
薄
の
感
を
ま
ぬ
が
れ
が
た
く
、
一
般
化
す
る
こ
と
は
望
ま
し
く
は
な
い
〉
と

述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
〈
戦
後
の
文
壇
に
織
田
作
之
助
、
太
宰
治
と
並
ん
で
坂
口

時
代
と
い
わ
れ
た
一
時
期
を
作
り
〉
（
「
朝
日
新
聞
」
一
九
五
五
・
ニ
・
一
七
夕
）

な
ど
と
紹
介
さ
れ
た
、
一
九
五
五
年
の
安
吾
の
死
も
ま
た
、
〈
無
頼
派
〉
の
記
憶

の
喚
起
・
再
編
成
に
寄
与
し
た
だ
ろ
う
。
な
お
、
本
稿
で
は
指
摘
に
留
ま
る

が
、
林
忠
彦
撮
影
に
よ
る
、
「
口
絵
（
写
真
版
）
太
宰
治
・
坂
口
安
吾
・
石
川
淳
」

（
「
小
説
新
潮
」
一
九
四
八
・
一
）
の
効
果
も
考
胞
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

閥
「
詳
解
日
本
文
学
史
新
訂
版
』
(
-
九
九

O
・
I
、
桐
原
書
店
）

※
引
用
に
付
し
た
傍
線
及
ぴ
〔
略
〕
記
号
に
よ
る
省
略
は
全
て
引
用
者
に
よ
る
。


